「メ— トル 係り ご 

それが 私の 仕事で ある。 

伐木 場から 橇で 運ばれて 来る 木材の 切り口 を 物差で 

計る ので ある。 私 は 槍の やうに 長い 物差 を振リ 廻して 

木口の 寸法 を 計る と、 

「甸メ —1 ル、 何々 」 

と 非常に 大きな 声で —— 相当の 間隔の ある 事務所の 

窓口で それ を 即座に 記帳す る 係の 者に 一 ト 声で 易々 と 

聞き とれる 程度に、 だから、 それ は 兵卒に 向って 照尺 

の 度合 を 命令す る 指揮官 の 号令 ほど の 明確 さと 声高 さ 

を 要する の だ —— 叫ばなければ ならない ので ある。 橇 



は 間断な く 到着す るので、 私 は 指揮官の やうな 号令 を、 

のべ つに 叫び 続けなければ ならない ので ある。 

麓の 村から 二 里 も 入る 山奥の 製材所の 仕事で ある。 

「このごろ では、 すっかり あなたの 声 は プロ フェツ シ 

ョナル になって 来た わよ ご 

「喉が 吹つ きれた と 見えるな ご 

「ほんとうよ。 今でも あたし、 帳簿 をつ けながら、 そ 

れが あなたの 声 だと は 思へ ない ことよ。 その 小さい 姿 

さ へ 見なければ 」 

「さ うだらう。 自分で も 時には、 うっとり とする こと 

さ へ ある もの 1 



やかな 微笑 をお くった。 彼女 は 翌朝の 帰 リ途で 獲物 を 

してやらう といって、 ライフル銃 を斜に 背お つたり し 

た。 

芝に なって ゐる 峠の 絶頂に 来る と、 村里の 灯が 沖の 

漁火の やうに 見渡された。 そして、 あたり は 広大な 平 

野で 恰度 月が 昇った ころだった ので 海原 を 見渡す やう 

であった。 

行列 は そ y J に 到達す ると 思 はず 脚 を と y めて 炬火 を 

振りかざしながら 鬨の声 を あげた。 そして 携 へて ゐる 

酒 徳利 を 順々 に 手渡して、 ラッパ 飲み を 試みた。 

私 は ほど 好く 酔の 廻って ゐる 眼で、 馬上 ゆたかに こ 



の 壮麗な 原野 を 見渡す と、 凱旋将軍の 天に 冲 する ばか 

りな 意気に 炎え て、 行列の 歓呼と 共に あらん 限りの 声 

を 挙げた。 

降り 道に かゝ つて 馬の 蹄の 音が 調子よ く 鳴った。 里 

に は 一 軒の 二三 人の 酒 注 女が ゐる 居酒屋が あるの だ つ 

たが、 行列に とって は そこが 最上の 歓楽 場で、 皆々 も 

う 調子をとった 小 走りであった。 

その、 節 面白い 行進 を 続けて ゐる 私の 背後から 妻の 

言葉が 杜絶れ くに 私に 伝 はった。 

「何とか メ —， ^ル 何々 …… なんて、 あなた はさつ き 山 

の 上で 呼んで ゐた わね、 皆な の 声と 一緒の 時に —— 。 
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